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Ｒ
ぃ
は
ぃ
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検
再
Ｒ
じ
ヘ
ッ
エ
ス
チ
ツ
ク
文
化
の
歴
史
的
特
質
旨
】一湯
軍
①
ュ
い
ｏ
ｏ
∽摯
４島
詩
再
秘
円
Φ
申中の
Ｆ
中∽
ヨ
あ
目
の
一
節
田
【
春
ヘ
ツ
ニ
ズ
ム
ス
の
偉
業
は
ギ
リ
シ
ャ
主
義
を
世
界
に
弘
め
た
こ
と
で
、
印
ち
世
界
の
ヘ
レ
ン
化
で
あ
る
。
世
界
と
い
ふ
観
念
は
銃
に
そ
れ
由
博
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
創
造
物
で
あ
る
。
が
く
て
世
界
の
ヘ
レ
ン
化
な
る
も
の
は
、
言
に
ギ
リ
ン
ヤ
主
義
の
外
部
的
な
世
界
統
治
の
み
で
は
な
く
、
同
時
に
一
般
世
界
と
の
内
部
的
な
結
合
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
之
が
ヘ
ソ
ニ
ズ
ム
ス
の
本
質
に
取
つ
て
最
重
要
な
傾
向
で
あ
る
。
既
に
早
く
ギ
ッ
シ
ャ
人
に
は
そ
の
特
有
の
思
想
の
中
に
世
界
を
統
一
的
に
考
ふ
る
要
求
が
現
れ
て
居
つ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
文
化
が
庚
く
人
類
の
居
住
し
て
あ
る
土
地
に
弘
ま
つ
た
こ
と
は
、
ア
レ
千
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
世
界
統
治
が
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
に
は
和
違
な
い
が
、
ギ
リ
シ
ヤ
の
天
才
に
内
在
し
て
る
た
一
般
世
界
を
自
分
の
も
の
と
す
る
と
い
ふ
傾
向
は
、
大
に
之
が
貿
現
を
容
易
な
ら
し
め
た
の
で
あ
り
、
ま
た
反
封
に
ギ
リ
シ
ヤ
主
義
の
世
界
的
傾
向
が
か
ヽ
る
地
理
的
擦
張
に
著
し
く
協
力
し
て
あ
る
の
で
ぁ
る
。一
〇
一
（
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
文
化
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歴
賞
的
特
質
（
稿
日
泰
彦
υ
品
彦
ヽ
レ
キ
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チ
ツ
ク
文
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歴
史
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特
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高
田
木
彦
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ス
は
新
し
い
人
類
の
乗
合
状
態
で
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
か
お
る
解
群
は
多
少
首
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
．
然
し
手
人
は
、
こ
の
場
合
ヘ
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
的
発
展
の
最
重
要
な
前
芽
は
、
銃
に
透
く
ア
ッ
キ
サ
ン
ダ
ー
以
前
に
存
在
し
た
こ
と
を
無
腕
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
前
芽
が
完
全
に
後
展
し
て
、
世
界
を
支
配
す
る
如
き
包
括
的
な
文
化
を
構
成
す
る
に
至
つ
た
の
は
．
勿
論
偉
大
な
歴
史
的
人
物
の
偉
大
な
る
歴
史
的
事
賃
と
動
作
と
の
結
果
で
あ
る
。
卸
ち
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
三
の
世
界
任
服
と
世
界
政
策
と
の
結
果
で
あ
る
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ス
の
豫
備
篠
件
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
、
市
の
内
部
的
な
愛
化
と
民
族
的
な
ギ
リ
シ
ヤ
的
な
要
奏
が
宏
大
な
世
界
と
融
合
し
た
こ
と
で
あ
る
。
市
の
創
造
的
な
お
立
が
終
つ
て
、
世
界
が
そ
の
遺
産
を
確
承
し
た
。
世
界
的
な
法
律
が
市
的
な
法
律
に
愛
つ
た
。
共
同
思
想
が
世
界
結
合
の
理
想
に
な
つ
た
。
市
の
活
動
が
更
に
魔
大
に
し
て
弧
回
な
個
繊
に
移
つ
て
、　
一
般
世
界
が
そ
の
活
動
圏
と
な
つ
た
。
今
民
族
な
る
も
の
が
、
政
治
的
に
も
、
精
神
的
に
も
そ
の
決
定
的
意
義
を
失
つ
た
。
ア
ッ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
工
に
依
つ
て
マ
ケ
ド
ニ
ヤ
民
族
は
世
界
を
包
合
し
、
世
界
を
統
治
す
る
個
人
主
義
の
軍
事
上
の
道
具
と
な
り
、
印
ち
世
界
統
治
の
手
段
と
な
つ
て
、
フ
イ
リ
ツ
プ
王
が
作
り
上
げ
た
壮
大
な
民
族
的
王
囲
の
楽
礎
が
取
除
か
れ
て
終
つ
た
。
而
し
て
他
方
ギ
リ
シ
千
主
義
な
る
も
の
が
世
界
天
化
の
手
段
と
な
つ
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ス
は
民
族
的
な
ヘ
レ
ー
ネ
ン
主
義
よ
り
盛
じ
て
、
そ
の
郷
土
を
全
世
界
に
有
つ
て
ゐ
ろ
純
樺
な
文
化
的
要
素
に
な
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
愛
化
は
既
に
四
世
紀
に
初
つ
て
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ッ
ク
時
代
に
至
つ
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
之
は
や
が
て
世
界
の
一
般
人
類
的
な
理
性
的
な
人
間
に
そ
の
基
礎
を
有
し
て
る
る
統
一
的
な
文
化
世
界
の
観
念
で
あ
る
ギ
リ
シ
ヤ
主
義
は
合
理
論
者
的
な
普
逓
化
に
よ
つ
て
世
界
人
を
代
表
す
る
も
の
に
な
つ
た
。
世
界
は
全
く
ギ
リ
シ
ヤ
的
精
討
に
把
睦
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
ギ
リ
シ
ヤ
主
義
の
領
域
が
一
般
世
界
と
同
一
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ギ
リ
シ
ャ
的
本
質
と
一
般
人
類
的
本
質
と
の
間
に
成
立
し
た
不
等
は
、
次
の
獲
展
‥
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
然
し
千
人
は
そ
の
世
界
雅
的
達
限
を
超
え
て
、
之
が
偏
に
ギ
リ
シ
ャ
主
義
そ
の
も
の
に
■
じ
た
作
用
を
見
落
し
て
は
な
え
な
い
。
之
が
そ
の
世
界
化
と
合
理
化
と
の
角
に
、
そ
の
最
深
い
根
強
を
喬
妨
な
ら
し
め
、
歴
史
的
文
化
、
印
ち
ギ
リ
シ
ャ
浦
評
の
世
界
征
服
に
基
く
産
物
が
Ｂ
「
ギ
リ
ン
ヤ
思
想
其
物
に
は
多
少
初
か
ら
し
て
存
在
し
、
世
界
の
理
性
的
本
質
に
基
く
も
の
で
、　
Ｔ
定
の
民
族
に
よ
つ
て
解
決
せ
ら
る
べ
き
は
圧
災
的
動
作
の
問
題
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
女
精
耐
生
活
の
世
一外
主
義
に
は
歴
史
的
意
識
の
力
が
彼
い
て
居
つ
た
じ
勿
論
ギ
リ
シ
ャ
主
義
は
ヘ
ソ
ニ
ス
チ
ッ
ク
時
代
に
は
そ
の
世
界
史
的
活
動
及
び
そ
の
最
有
力
な
外
部
的
強
張
の
項
期
に
到
選
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
之
に
は
運
命
が
ぁ
っ
た
。
印
ち
そ
の
本
質
の
内
部
的
緊
張
力
の
妻
微
が
営
時
既
に
明
白
に
現
れ
て
本
た
。
ギ
リ
シ
ャ
主
義
は
主
と
し
て
歴
史
的
な
獲
得
物
を
ば
初
か
ら
到
達
せ
ら
る
べ
き
も
の
よ
賃
現
に
外
な
ら
す
と
し
て
ぁ
る
合
理
論
本
的
解
群
の
勢
力
の
下
に
、
ま
た
之
が
精
神
的
作
業
の
終
て
の
傾
向
及
び
央
型
を
網
羅
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
非
常
に
礎
展
し
た
文
化
で
ぁ
る
と
い
ふ
印
象
の
下
に
―
も
っ
と
大
き
な
粘
抑
的
遇
勤
及
び
歴
愛
的
後
展
の
新
し
い
問
題
に
当
し
て
十
分
な
用
意
を
快
い
て
店
つ
た
。
こ
Ａ
に
正
し
く
イ
ク
リ
ヤ
の
文
勢
復
典
時
代
に
構
成
さ
れ
、
ま
た
ペ
ー
コ
ン
の
ベ
ラ
ル
ム
の
一‐智
一設
は
力
で
ぁ
る
」
と
ぃ
ふ
が
如
き
文
化
解
鮮
の
特
殊
な
傾
向
に
現
れ
て
ゐ
ろ
近
代
的
文
化
意
識
と
ヘ
ソ
ニ
ス
チ
ツ
ク
な
文
化
意
識
と
の
間
に
は
著
し
い
相
違
の
存
す
る
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
賃
に
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ス
の
初
期
に
於
て
は
文
藝
復
興
に
於
け
る
と
同
じ
く
、
個
性
の
仕
事
に
労
す
る
強
い
信
仰
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
概
し
て
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ッ
ク
時
代
の
ギ
リ
ン
ヤ
人
の
文
化
意
識
は
候
令
価
去
の
場
合
に
あ
つ
て
は
自
然
科
學
的
認
識
及
び
技
術
的
後
見
の
結
果
に
前
い
て
神
営
な
信
任
を
有
つ
て
ゐ
ろ
に
抑
ら
す
、
企
悩
と
し
て
は
根
本
的
に
完
成
さ
れ
た
文
化
稜
展
の
地
盤
の
上
に
立
つ
も
の
と
思
は
れ
て
る
る
。
子
人
は
ヘ
ソ
ニ
ズ
ム
ス
の
初
期
に
於
て
す
ら
．
之
に
か
の
業
天
的
気
分
に
充
ち
て
一
〇
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チ
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タ
文
化
の
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史
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特
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（
高
口
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）
ヘ
レ
〓
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チ
ツ
ク
文
化
の
歴
史
的
特
質
（
高
田
春
彦
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一
〇
四
あ
る
近
代
意
識
に
頴
著
な
も
の
、
郎
ち
人
類
の
文
化
は
常
に
進
歩
的
に
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
信
仰
を
求
む
る
の
は
全
く
無
余
の
業
で
あ
る
。
か
く
て
こ
ミ
に
も
徒
爽
非
常
に
正
営
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
居
つ
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
ス
と
述
代
と
の
封
照
は
全
然
拒
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
も
ギ
リ
シ
ヤ
本
質
に
開
す
る
深
い
歴
史
的
観
察
が
起
つ
た
時
代
も
な
い
で
は
な
い
的
之
は
ベ
ル
シ
ヤ
戦
役
の
時
代
で
、
こ
の
時
代
に
は
ヘ
レ
ン
的
生
活
を
民
族
的
に
組
織
す
る
根
底
が
作
ら
れ
た
。
外
人
に
凱
す
る
反
野
は
首
時
銃
に
そ
の
完
企
な
志
義
に
校
展
し
て
居
つ
た
が
、
こ
の
反
勤
は
キ
リ
ン
ヤ
人
の
文
化
的
優
逸
と
獨
立
な
市
民
的
囲
家
と
い
ふ
ギ
リ
シ
ヤ
的
観
念
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
然
り
，
こ
の
場
合
ま
た
ギ
リ
シ
ヤ
主
義
の
優
逸
な
る
も
の
は
今
偉
大
な
決
定
的
な
重
大
時
期
に
於
て
有
力
な
も
の
と
し
て
講
明
さ
れ
た
歴
史
的
勢
力
そ
の
も
の
に
従
局
し
て
居
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
意
識
が
明
白
に
活
動
し
て
居
つ
た
。
吾
人
は
へ
，
ド
ー
ト
が
ギ
リ
シ
ヤ
生
活
に
於
け
る
人
民
の
支
配
の
意
義
―
―
外
人
的
、
東
洋
的
本
質
に
期
し
て
―
―
に
つ
い
て
記
せ
る
も
の
に
、
十
分
か
ヽ
る
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
而
し
て
ソ
年
デ
デ
ス
の
ロ
ゴ
ス
一
エ
ピ
タ
フ
イ
オ
ス
に
於
け
る
が
リ
ク
レ
ス
の
詞
も
，
少
か
ら
す
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
▲
に
は
ギ
リ
シ
ャ
本
質
の
文
化
力
及
び
文
化
規
定
に
開
す
る
信
仰
が
、
全
然
ア
テ
ネ
囲
家
原
理
及
び
文
化
原
理
の
特
別
な
基
礎
と
し
て
現
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
ギ
リ
シ
ヤ
市
民
の
文
化
創
造
動
作
の
意
識
は
後
世
に
至
つ
て
も
決
し
て
全
然
泊
減
は
し
な
か
つ
た
。
組
て
新
し
い
市
の
建
設
に
際
し
て
常
に
之
が
そ
の
効
力
を
示
し
て
居
り
、　
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
時
代
の
君
主
、
殊
に
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
自
身
及
び
初
代
の
セ
ッ
ク
コ
ス
諸
王
に
よ
つ
て
行
は
れ
た
大
仕
懸
な
植
民
事
業
の
理
想
的
基
礎
を
な
す
も
の
も
之
で
あ
る
。
吾
人
は
確
か
に
ヘ
ヤ
ン
的
市
民
生
活
か
ら
生
じ
た
共
同
感
備
に
存
す
る
結
合
を
少
が
ら
す
０
重
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
世
界
の
最
蓬
い
所
の
植
民
地
は
自
己
に
内
在
し
、
潜
在
し
て
め
ち
資
在
の
同
一
オ
生
活
召
憤
に
よ
つ
て
相
互
に
結
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
外
囲
に
於
け
る
ギ
リ
シ
ヤ
文
化
生
活
の
新
し
い
中
心
期
は
古
い
地
方
的
な
文
化
世
界
に
結
合
さ
れ
た
。雑
多
な
、動
格
し
て
あ
る
世
界
の
中
モ
か
っ
て
ぁ
る
新
し
い
運
命
の
車
で
運
び
出
さ
れ
た
個
人
の
努
力
は
、
遠
い
領
域
の
未
知
の
土
地
を
新
し
い
郷
土
と
愛
ぜ
じ
め
た
庚
い
地
域
を
結
合
し
。
ま
た
居
住
た
ら
し
め
る
文
化
の
保
護
的
な
、
結
合
的
な
力
に
よ
り
て
援
助
さ
れ
た
。
共
通
の
億
識
及
び
共
通
な
ほ
論
の
意
義
を
場
虚
的
に
非
常
に
離
れ
て
あ
る
市
を
廻
り
て
取
各
く
べ
き
糸
は
様
々
あ
る
。
ギ
リ
シ
ヤ
の
計
の
有
名
な
聖
所
を
節
る
大
き
な
硯
祭
は
、
通
い
ギ
リ
ン
ヤ
世
界
の
使
術
等
を
償
値
ぁ
る
追
暖
、
輝
か
し
い
儀
式
、
深
く
根
ざ
し
て
ゐ
る
生
活
秩
序
の
共
姫
の
資
を
有
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
喜
ば
し
い
意
識
に
よ
つ
て
結
合
せ
し
め
た
。
然
し
こ
の
ギ
リ
ン
ヤ
主
義
は
非
常
に
眼
固
な
、
有
力
な
民
旅
的
勢
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
次
の
時
代
に
は
か
の
田
家
的
獨
立
の
沿
減
と
共
に
、
余
々
そ
の
民
族
的
獨
立
の
概
念
も
沿
滅
し
た
。
世
界
を
自
分
に
取
入
れ
、
ま
た
自
己
の
本
質
を
理
性
的
世
界
と
並
立
せ
し
め
ん
と
す
る
努
力
の
爺
に
．
ギ
リ
ン
ヤ
人
は
大
民
族
の
有
す
べ
き
最
偉
大
な
義
務
、
却
ち
自
己
主
張
の
義
務
を
差
控
へ
た
。
政
治
的
後
展
と
精
神
的
発
展
と
が
と
に
協
力
し
た
。
普
遍
を
過
宣
減
し
た
合
理
論
者
が
そ
の
特
性
の
意
義
と
根
本
勢
力
Ｌ
卸
ち
民
族
の
創
造
的
活
動
を
あ
め
て
れ
つ
た
。
世
界
征
服
以
末
、
ま
た
ァ
ッ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
世
界
政
策
以
木
現
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
主
義
と
他
民
族
要
素
と
の
事
質
的
混
合
は
、
精
諦
的
融
合
と
世
界
化
と
の
方
面
を
取
つ
て
ゐ
る
潮
流
の
勢
力
を
弧
大
な
ら
Ｌ
あ
た
が
、
反
封
に
営
時
の
ギ
リ
シ
ヤ
文
化
に
内
在
せ
る
世
界
主
義
の
傾
向
が
種
々
な
民
族
要
素
の
結
合
を
容
易
な
ら
し
め
た
。
今
外
人
十
一義
の
観
念
が
甚
し
く
そ
の
重
要
な
民
族
的
開
係
を
失
つ
て
、　
一
般
人
類
的
文
化
の
観
念
と
開
係
せ
ろ
内
容
を
得
る
に
至
つ
た
。
が
、
ろ
諭
期
ょ
り
し
て
ぃ
を
フ
ト
ス
テ
ネ
ス
は
最
早
ヘ
ッ
ン
主
義
と
外
入
主
義
と
を
封
照
せ
す
し
て
、
却
て
徳
峻
た
罪
悪
性
と
を
封
立
せ
じ
め
て
あ
る
の
を
見
る
。
ヘ
ッ
ー
ン
人
と
パ
ル
バ
ー
レ
ン
と
の
濁
の
反
封
は
教
養
と
非
教
在
と
の
反
封
と
な
つ
た
詳
で
ぁ
る
。
一
〇
五
ヘ
レ
キ
ス
チ
ツ
ク
文
化
の
歴
史
的
特
質
（
高
田
泰
彦
》
ヘ
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
文
化
の
歴
史
的
特
質
（
高
日
本
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
特
殊
な
る
も
の
、
民
族
的
な
る
も
の
を
ば
、　
一
般
人
類
性
に
吸
収
す
る
手
績
に
よ
つ
て
、
ヘ
レ
エ
ス
ｒ
／
ク
時
代
の
ギ
リ
ン
ヤ
精
耐
が
自
己
と
同
一
な
他
民
族
的
要
素
を
自
己
に
引
入
れ
た
。
元
衆
ギ
リ
シ
ヤ
主
義
は
初
よ
り
し
て
、　
一
般
的
に
も
、
敵
意
的
に
も
，
他
の
民
族
性
と
対
立
す
る
こ
と
な
く
峯
ろ
他
民
族
の
生
活
及
び
脅
捜
に
流
足
的
に
、
好
奇
的
に
没
入
す
る
傾
向
が
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
地
理
的
に
中
央
の
位
置
に
存
す
る
が
宛
に
、
東
洋
の
還
い
世
界
の
影
響
を
受
く
る
に
適
合
し
て
ゐ
た
イ
オ
ニ
ヤ
主
義
に
あ
つ
て
は
、
特
に
之
が
著
し
か
つ
た
。
勿
論
外
人
を
自
己
の
本
輯
に
改
作
し
、
之
に
自
己
の
色
影
を
興
ふ
る
試
も
旺
媒
で
あ
つ
た
が
、
プ
ツ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
世
界
統
治
と
共
に
外
囲
の
文
化
要
素
が
甚
し
く
侵
入
す
べ
き
道
を
開
い
た
。
エ
ジ
ブ
ド
及
び
バ
ビ
▼
ン
、
ま
た
イ
ラ
ン
文
化
は
徒
末
ギ
ッ
シ
ヤ
の
地
不
線
に
現
れ
た
よ
り
も
著
し
く
廣
い
範
圏
に
入
り
込
ん
だ
。
イ
ン
ド
は
初
め
て
ギ
リ
ン
ヤ
人
の
智
識
に
加
つ
た
の
で
あ
る
。
今
ギ
リ
シ
ヤ
文
化
が
か
よ
る
外
的
な
要
素
を
ば
屋
々
そ
の
一
般
人
類
的
な
．
理
性
的
な
原
理
の
代
表
と
し
て
の
み
考
へ
、
之
を
ギ
リ
シ
ヤ
主
義
そ
の
も
の
よ
代
表
と
考
へ
な
か
２
、た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
こ
の
観
祭
法
で
は
種
々
な
、
特
殊
な
文
化
及
び
観
察
は
主
と
し
て
同
一
な
、
世
界
人
類
的
員
理
の
被
覆
と
見
徴
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ヤ
思
想
其
物
を
一
般
世
界
に
示
す
と
共
に
そ
の
特
有
な
、
合
理
的
本
質
に
よ
つ
て
他
の
民
族
性
を
解
樺
す
る
こ
と
務
考
へ
な
か
つ
た
。
吾
人
は
こ
ヽ
に
ギ
リ
シ
ヤ
的
費
展
の
精
抑
的
特
質
の
決
定
的
な
性
質
を
明
僚
な
ら
し
め
る
角
に
、
新
し
い
ド
イ
ツ
浦
抑
文
化
が
ぃ
そ
の
隆
盛
時
代
に
構
成
さ
れ
と
見
解
と
こ
の
物
と
の
重
要
な
相
違
を
思
ひ
起
す
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
本
質
も
こ
の
時
期
に
於
て
は
一
般
人
類
債
値
及
ぴ
目
的
と
非
常
に
深
い
ぃ
ま
た
非
常
に
内
的
な
開
係
に
な
つ
た
が
、
こ
ヽ
に
行
は
れ
て
ゐ
る
解
澤
に
よ
れ
ば
．
一
般
人
類
的
と
い
ふ
こ
と
な
種
々
な
る
民
族
の
特
別
な
姿
を
さ
す
も
の
で
、
「
更
に
大
き
な
佃
性
的
形
式
の
豊
富
な
」
認
性
格
の
多
様
な
」
人
問
性
の
完
成
で
あ
つ
た
（
ク
イ
ル
ヘ
ル
ム
ｏ
フ
オ
ン
ｏ
フ
ム
ポ
ル
ト
）。
之
は
お
代
と
は
根
本
的
に
異
る
人
道
主
義
甑
念
で
あ
つ
て
ぃ
こ
の
観
念
は
古
代
思
想
と
近
代
啓
豪
と
の
合
理
的
概
察
の
相
違
に
基
づ
き
、
歴
史
的
の
も
の
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
ヘ
ソ
ン
文
化
の
個
人
〓
義
は
合
理
主
義
と
落
接
に
結
合
し
て
ゐ
る
も
の
で
、
そ
の
根
本
的
開
係
に
於
て
転
五
世
紀
太
以
来
ギ
リ
シ
ャ
世
界
に
行
は
れ
た
大
き
な
啓
家
運
動
の
遺
産
で
あ
る
。
今
各
個
人
は
貿
際
そ
れ
が
作
り
上
け
ら
れ
た
屋
災
的
関
係
及
び
義
務
か
ら
し
て
憲
力
盆
力
分
離
し
て
行
き
、
而
し
て
同
様
に
一
般
精
討
的
甑
察
は
そ
の
も
の
が
封
象
と
し
て
あ
る
個
人
を
、
共
同
生
活
、
卸
ち
国
家
生
活
の
歴
災
的
関
係
か
ら
引
上
け
て
、
自
己
の
上
に
置
い
た
の
で
、　
一
居
有
力
な
も
の
に
な
つ
た
。
か
く
て
個
人
的
な
も
の
は
そ
の
根
本
的
な
基
礎
的
な
性
質
を
失
つ
て
経
つ
た
の
で
ぁ
る
が
、
概
し
て
個
人
は
な
ほ
囲
家
の
活
動
範
圏
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
園
家
は
最
早
個
人
生
活
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
、
ス
そ
の
目
的
は
重
要
な
生
活
内
容
の
基
礎
及
び
侵
定
を
示
す
も
の
Ｌ
し
て
現
さ
れ
す
、
こ
の
も
の
が
個
撹
の
個
人
的
生
活
法
の
目
的
た
る
に
至
つ
た
。
五
世
紀
の
偉
大
な
ア
テ
ネ
政
治
家
時
代
に
は
、
之
か
全
く
趣
を
異
に
し
て
居
つ
た
。
か
ょ
る
政
治
家
の
価
人
的
、
政
治
的
努
力
は
そ
の
関
家
の
生
活
関
係
と
密
接
に
縫
合
さ
れ
て
居
つ
た
。
ア
ル
キ
ど
ヤ
ガ
ス
の
無
限
な
、
無
遠
慮
な
個
人
的
政
策
は
既
に
明
か
に
そ
の
韓
移
を
示
す
も
の
で
、
彼
は
自
己
の
郷
上
の
希
望
務
ば
自
己
の
個
人
的
生
活
の
犠
牲
た
ら
し
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
既
に
四
世
紀
の
歴
史
記
述
は
過
去
の
政
治
家
の
活
動
を
解
器
し
、
制
定
す
る
に
峰
し
て
、
国
家
生
活
な
る
も
の
は
個
力
の
人
物
の
試
験
場
で
ぁ
る
と
し
て
、
非
常
に
個
人
的
な
規
祭
を
反
映
し
て
ゐ
る
。
や
が
て
之
が
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
思
考
法
に
と
つ
て
先
例
的
の
も
の
と
な
つ
た
。
ヘ
レ
ェ
ス
チ
ツ
ク
時
代
に
於
け
る
個
性
の
性
質
に
つ
い
て
な
ほ
一
つ
の
特
質
が
追
加
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
之
は
再
び
合
理
論
者
的
な
精
神
性
質
が
有
力
な
勢
を
示
ギ
典
型
的
要
一系
の
構
成
で
あ
る
。
（
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
文
撃
に
於
て
は
ほ
記
が
大
き
な
役
目
を
案
す
る
こ
と
は
、
告
像
が
叙
述
的
藝
術
に
於
け
る
如
く
で
ぁ
る
。
然
し
主
要
趣
味
の
向
け
ら
れ
る
の
は
人
物
の
歴
災
的
賞
現
に
非
一す
し
て
、
生
活
法
の
形
式
で
、
一
〇
七
ト
レ
ニ
ス
チ
ッ
ク
文
化
の
姪
史
的
特
質
ハ
高
田
恭
彦
）
ヘ
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
文
化
の
雁
史
的
特
質
（
高
問
泰
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一〇
八
部
ち
ピ
オ
ス
の
典
型
で
あ
る
。
テ
オ
フ
シ
ス
ト
は
そ
の
「
人
物
論
」
に
通
常
生
活
を
銃
敏
に
規
祭
し
て
か
ヽ
る
観
察
の
有
力
な
典
型
を
興
へ
て
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
弟
子
中
の
他
の
も
の
。
メ
ッ
セ
ネ
の
ガ
カ
エ
ア
ル
ヨ
ス
は
そ
の
大
作
「
ヘ
ラ
ス
の
生
活
」
の
中
に
ギ
リ
シ
ヤ
民
族
の
一
般
文
化
災
的
費
展
の
記
述
を
企
て
た
。
然
し
彼
は
書
人
の
知
り
得
る
限
り
で
は
、
そ
の
中
に
一
定
民
族
の
ギ
リ
シ
ャ
的
生
活
の
姿
を
ば
、
そ
の
具
縦
的
な
個
性
に
よ
つ
て
示
す
こ
と
を
な
さ
す
し
て
、
年
ろ
世
界
人
的
な
文
化
控
展
の
典
型
的
階
段
を
ヘ
レ
ン
的
な
被
覆
を
以
て
拙
が
ん
と
し
た
。
そ
れ
で
こ
の
「
ギ
リ
シ
ャ
の
生
活
」
な
る
作
物
の
題
名
が
一′偉
大
な
民
族
性
の
完
成
の
歴
史
的
解
樺
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
見
解
を
と
る
な
ら
ば
、
之
は
ガ
カ
エ
ル
ア
ル
コ
ス
の
そ
の
も
の
と
し
て
は
確
か
に
意
義
あ
る
科
學
的
な
作
物
を
間
違
つ
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
ガ
カ
エ
ル
ア
ル
コ
ス
の
大
作
に
は
．
ヘ
レ
ィ
張
の
民
族
的
特
性
に
も
と
づ
く
歴
史
的
規
定
の
意
識
は
現
れ
て
居
ら
す
、
却
つ
て
ヘ
レ
ン
文
化
要
素
を
人
間
本
質
の
一
般
有
効
な
表
現
と
し
て
解
器
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
は
ギ
ツ
シ
ヤ
精
瀞
に
と
つ
て
ヘ
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
時
代
に
頴
著
で
あ
つ
た
合
理
論
者
的
跳
祭
を
示
す
も
の
で
あ
スつ
。吾
人
松
ヘ
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
文
化
の
意
識
が
か
く
極
め
て
僅
か
ば
か
り
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
、
か
ふ
る
ヘ
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
時
代
思
想
の
傾
向
か
ら
し
て
．
企
時
代
の
最
重
要
な
事
件
印
ち
世
界
の
ヘ
ツ
ン
化
を
ば
賃
際
歴
史
的
に
理
解
し
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
及
び
其
後
穫
若
の
歴
史
的
事
業
を
ば
そ
の
完
全
な
事
質
的
意
義
に
評
偵
し
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
制
る
と
思
ふ
。
或
意
味
に
於
て
、
之
が
自
然
デ
ア
ド
ツ
ク
ス
時
代
の
最
有
名
な
歴
史
家
で
あ
る
ガ
ル
デ
ヤ
の
ヒ
ー
，
ニ
ズ
ム
の
長
雨
目
な
、
事
賀
的
歴
史
記
述
に
於
て
も
適
合
す
る
こ
と
で
、
彼
は
普
通
の
修
部
撃
的
活
動
に
力
を
用
ひ
す
し
て
ぃ
却
つ
て
熱
心
に
賃
用
的
関
係
の
読
一明
に
努
力
し
て
ゐ
る
。
ヘ
ソ
ニ
ス
チ
ツ
ク
文
化
の
個
性
的
根
本
傾
向
は
一
般
に
、
之
が
民
旅
的
意
義
の
共
同
的
離
成
よ
り
も
誰
曾
的
構
成
に
作
用
せ
る
こ
と
を
示
し
て
あ
る
。
之
は
個
々
の
力
を
共
同
な
正
攻
的
事
件
に
結
合
す
る
よ
り
も
個
性
の
動
作
及
び
位
置
に
開
す
る
豫
定
篠
件
を
現
は
す
に
用
ひ
て
あ
る
。
之
は
御
慢
に
取
つ
て
最
可
能
な
、
完
全
な
生
活
要
意
及
生
活
形
成
の
基
本
よ
り
は
個
性
的
生
活
目
的
を
到
遂
す
る
馬
め
ス
最
有
力
な
方
法
と
し
て
役
立
つ
て
あ
る
。
か
く
て
銃
に
ソ
フ
イ
ス
ト
時
代
に
現
れ
た
個
人
的
努
力
の
追
産
と
そ
の
完
成
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ノ
フ
イ
ス
チ
ー
ク
は
賀
に
根
本
的
に
囲
家
を
愛
じ
て
個
力
の
重
大
な
も
の
生
避
帯
、
最
好
都
合
の
場
合
に
於
て
価
人
相
互
に
か
よ
る
正
義
及
び
汚
辱
の
感
備
の
働
き
に
よ
り
て
維
持
さ
れ
る
個
人
の
杜
含
た
ら
し
め
た
。
と
は
紹
て
の
共
同
生
活
を
価
性
の
論
紬
及
び
目
的
か
ら
判
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヘ
レ
エ
ズ
ム
ス
に
於
て
も
多
分
共
同
叡
念
は
世
界
共
同
と
い
ふ
康
い
領
内
に
、
世
界
法
律
及
び
世
界
市
民
と
い
ふ
形
式
に
認
め
ら
れ
な
い
詳
で
も
な
い
。
若
代
の
後
期
の
獲
展
、
殊
に
，
―
マ
亀
帝
時
代
以
後
は
こ
の
観
念
の
勢
力
の
下
に
あ
る
。
然
し
先
づ
一
般
世
界
な
・
る
も
の
は
理
想
的
な
生
活
の
背
景
で
あ
つ
て
、
空
際
開
係
を
把
握
し
、
之
を
規
定
し
、
之
を
支
配
す
る
共
高
で
あ
り
、
之
は
マ
ク
ド
ニ
ヤ
征
服
者
の
大
世
界
囲
家
が
競
争
的
な
相
共
の
争
闘
し
て
ぁ
る
国
家
的
文
化
に
分
裂
し
て
以
末
は
、
更
に
然
り
で
あ
る
。
之
に
封
し
て
こ
の
ヘ
ン
ニ
ズ
ム
の
根
本
要
素
か
ら
統
一
的
文
化
を
生
じ
た
包
括
的
な
。
統
一
的
な
泄
含
の
成
立
は
非
常
に
大
き
な
貸
際
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
は
賀
に
初
め
て
吾
人
に
知
ら
れ
る
吾
人
の
歴
史
的
文
化
の
後
展
で
、
文
化
が
か
氏
ろ
事
も
の
と
し
て
泄
含
的
結
合
の
人
勢
力
と
な
つ
た
。
か
く
構
成
さ
れ
た
戒
含
は
文
化
其
物
と
同
じ
く
世
界
的
で
あ
つ
て
、
理
性
的
な
一
般
人
類
的
な
本
質
を
、
出
来
る
だ
け
完
全
に
現
は
す
べ
き
要
求
を
高
め
る
も
の
　
ヽ
で
ぁ
る
。
こ
の
泄
含
に
属
す
る
各
人
は
文
化
若
た
る
優
越
に
よ
つ
て
至
る
所
督
時
の
文
化
界
に
自
己
の
特
許
獄
を
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
ギ
リ
ン
ヤ
主
義
は
ヘ
ン
ニ
ス
チ
ツ
ク
世
果
を
結
合
す
る
要
素
で
あ
る
。
之
が
大
洋
と
同
じ
く
，
世
界
の
上
に
（
レ
ニ
ズ
ム
の
と
〇
九
ヘ
レ
ユ
ス
チ
ッ
タ
文
化
の
歴
史
的
特
質
（
高
日
泰
彦
υ
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
文
化
の
歴
史
的
特
質
（
高
田
泰
彦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
】
Ｏ
偉
大
な
歴
史
的
文
化
を
通
び
、
彼
等
に
其
文
化
性
を
興
へ
た
。
然
し
非
常
に
賃
際
的
な
如
何
な
る
政
策
も
，
こ
の
文
化
を
保
護
す
る
理
想
的
根
祇
を
完
全
に
持
硬
す
る
こ
と
は
出
木
な
か
つ
た
。
営
時
の
文
化
世
界
の
興
論
は
か
ヽ
る
ギ
リ
シ
ヤ
要
素
に
よ
つ
て
結
合
さ
れ
、
ま
た
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
拡
根
本
的
に
八
一
般
的
文
化
要
素
と
し
て
の
み
そ
の
勢
力
を
行
ふ
べ
き
も
の
で
，
民
族
的
な
勢
力
及
び
問
題
と
し
て
で
は
な
い
。
文
化
者
の
郷
土
は
文
化
の
一
般
世
界
で
あ
つ
た
。
吾
人
が
動
に
述
べ
た
如
く
、
彼
等
は
玉
核
心
に
於
て
は
ギ
リ
フ
ヤ
的
で
あ
る
が
、　
一
般
人
間
的
衣
服
移
着
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
化
者
の
生
活
は
特
殊
な
民
族
的
、
或
は
国
家
的
共
同
の
偏
め
よ
り
な
。
世
界
的
、
人
類
的
開
係
に
よ
つ
て
動
い
て
あ
る
。
か
ヽ
る
撃
者
．
牟
は
詩
人
及
び
藝
一術
家
の
ヘ
レ
エ
ス
チ
ツ
ク
時
代
に
於
け
る
位
置
は
、
既
に
ソ
フ
イ
ス
ト
が
彼
等
の
時
代
の
劇
家
生
活
に
於
け
る
と
多
少
類
似
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
。
ソ
フ
イ
ス
ト
が
内
的
に
そ
の
市
生
活
に
尾
せ
す
し
て
、
然
か
も
ギ
リ
シ
ヤ
の
市
に
於
て
特
有
な
活
動
園
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
が
、　
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ツ
ク
の
撃
若
も
大
き
な
王
宮
―
―
君
主
及
び
其
三
朝
と
特
殊
な
個
人
闘
係
よ
リ
ー
ー
に
そ
の
研
究
所
を
得
た
の
は
、
根
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
只
ヘ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
時
代
の
撃
者
は
ノ
フ
イ
ス
ト
よ
り
は
非
常
に
輩
際
の
政
治
生
活
問
題
に
症
ざ
が
つ
て
居
う
て
、
ま
た
彼
等
の
働
い
た
世
界
が
彼
等
よ
り
は
非
常
に
魔
か
つ
た
と
い
ふ
差
違
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
か
氏
る
個
人
的
傾
向
は
ヘ
レ
エ
ス
テ
ツ
ク
浦
碑
生
活
の
高
所
に
於
け
る
と
同
じ
く
．
賃
金
生
活
の
原
い
代
所
に
於
て
も
後
兄
さ
れ
る
こ
ぬ
に
も
ギ
リ
シ
ヤ
的
要
素
が
、
そ
の
挙
諄
及
び
運
動
。
そ
の
描
立
行
動
の
多
面
及
び
活
気
』
何
れ
に
於
て
も
優
逸
で
あ
る
。
こ
ヽ
に
も
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
任
務
は
夏
に
明
隣
で
あ
り
、
顧
著
で
あ
る
。
之
は
殊
に
個
人
的
生
活
力
の
最
高
の
向
上
の
手
段
で
あ
つ
た
。
こ
ヽ
で
も
一
般
の
世
単
が
個
人
の
刻
土
で
あ
る
。
岸
殊
囲
家
と
特
殊
民
族
と
の
内
的
結
合
な
く
、
特
殊
共
同
の
再
い
法
則
に
基
づ
く
束
絡
俸
も
な
い
。
ブ
ト
ン
で
エ
オ
ス
的
エ
デ
プ
■
の
著
名
な
智
者
は
、
五
世
紀
の
プ
ト
レ
マ
エ
オ
ス
国
家
に
於
け
る
ギ
リ
シ
ヤ
主
義
が
生
活
に
封
す
る
規
定
的
な
、
統
治
的
な
動
力
と
し
て
総
て
の
方
法
に
よ
つ
て
自
己
を
豊
富
な
ら
し
め
、
ま
た
こ
の
目
的
を
到
達
す
ち
方
法
の
な
用
に
つ
い
て
一
切
の
責
任
を
お
け
る
努
力
を
描
い
て
ゐ
る
。
吾
人
は
こ
の
特
質
を
普
遍
化
し
ぃ
か
ょ
る
努
力
に
よ
つ
て
一
般
世
界
に
有
効
な
限
り
、
営
時
の
ギ
リ
ン
ヤ
主
義
が
魔
く
弘
め
ら
れ
た
大
傾
向
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
吾
人
生
佃
々
の
個
撻
が
物
質
的
な
獲
得
の
競
争
及
ぴ
穫
力
と
努
力
に
封
す
る
野
心
的
競
争
と
に
現
れ
て
ゐ
る
無
遠
慮
の
中
に
、
吾
人
が
明
に
鞭
々
に
現
れ
た
ヽ
レ
ニ
ス
チ
ツ
ク
全
生
活
の
一
般
の
姿
の
同
じ
様
に
描
か
れ
て
る
傾
向
を
認
む
べ
き
で
あ
り
、
而
し
て
か
ヽ
る
傾
向
の
使
勢
を
致
し
た
こ
ｔ
な
赳
家
生
活
が
非
常
に
個
々
の
個
人
の
生
活
目
的
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
た
時
代
に
於
て
は
首
然
で
あ
る
と
は
ふ
。
ヽ
レ
一
ス
チ
ッ
ク
文
化
の
歴
史
的
特
質
（高
田
木
彦
）
